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障害の あ る 子 ど もの 就学期 にお け る ｢個別の 就学支援計画｣ の 策定 と活用は ､ 全国の 都道府県及び市町等教育

委員会の 重要課題で あ る｡ 今E] ､ 就学指導 に際 して 幼児児童等の 教育的 ニ ー ズ を的確 に把握 し､ こ れ を就学先の

学校や学摂の 決定の み な らず､ 就学先の 教育内容や教育的支援に つ な げて い く 丁寧な取り組み が 求め られ て い る.

本稿で は ､ 柿崎 らの 先行研究 を踏 ま え､ 三 重県下 の A 市就 学指導委員会の 業務 を事例 と して ､ 来年度 小 学1 年

に就学 予定の 特別支援学級対象児及び通常学級対象児の 内特別な支援 を必要 とす る幼児全員 を対象 に ｢個別の 就

学支援計画｣ を 新た に策定 して 小 学校 へ の 就学支援 を試み ､ 就学指導委員会 の 在 り方 につ い て 考察 を加 えた ｡ そ

の 結果, 就学指導委員会は , 従来 まで の 調査 ･ 判定等の 他 に, 小 学校 へ の 就学支援 の た め の ｢個別の 就学支援計

画｣ を幼稚園 等や 保護者 と連携 して 策定 して い く 役割が あ る と考え られ た ｡ そ の た め には 就学指導委員会 の 業務

内容や開催方法等 を見直す こ と ､ 就学指導委員や幼稚園等の 教員 へ の 研修の 必 要性が考察 され た ｡
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1 は じめ に

2 0 03 年 3 月 に , 特別支援教育の在り方に関する調査

研究協力者会議は､ ｢ 今後 の 特別支援教育の在り方に つ

い て ( 最終報告) ｣
1)
を 公表し､ ｢ 第 2 章 今後の 特別支

援教育の在り方に つ い て の基本的な考え方｣ の 中で ､
｢ 個

別 の 教育支援計画｣ の必要性を提言して い る｡ こ れ は ､

障害 の ある幼児児童生徒を生涯にわ た っ て支援する観点

から､ 教育 ･ 福祉 ･ 医療 ･ 労働など の 関係者
･

関係機関

が相互 に連携し合い ､ 障害 の ある幼児児童生徒の多様な

ニ
ー ズに適切に対応する教育的支援を効果的に行うため

に ｢ 個別 の教育支援計画｣ の策定の必要性が提言され た

の で ある｡ 特別支援学校で は ,
｢ 個別 の 教育支援計画｣

を 20 0 5 年度ま で にすで に策定済み で ある
2)

が ､ 小 ･ 中

学校等では今後の重要な課題とな っ て い る｡

と こ ろ で , 中央教育審議会が , 2 0 0 5 年 12 月 に公表し

た ｢ 特別支援教育を推進するため の 制度の在り方に つ い

て ( 答申) ｣
ニ与)

( 以 下､ 中教審答申と記す) にお い て ､
｢第

6 章 関連する諸課題に つ い て｣ の ｢ 障害の あ る児童生

徒の 就学の在り方に つ い て｣ の 項 の 中で ､
｢ 障害 の ある

児童生徒の義務教育諸学校 へ の就学相談 ･ 指導は, 就学

時の みならず就学後も含めて
一

層重要な役割を担う こと

にな る｡ こ の た め , そ の在り方に つ い て は ､ ( 中略) 引

き続き検討し､ 必要な見直しを行う ことが適当で ある｡ ｣

と指摘した上 で , さ ら に次の ように示された｡

｢(1) 就学指導に際して の児童生徒の 教育的 ニ
ー

ズの
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的確な把握及び反映の
一 層 の充実

①児童生徒の教育的 ニ
ー ズ をきめ細かく把握し､ こ

れ を就学先の決定に反映するため の調査
･

審議を

専門的に行う機関で ある就学指導委員会等の 構

成､ 開催方法等

②児童生徒本人及び保護者の意向を把握し, こ れ を

就学先の決定に反映するた め の就学指導の在り方

③乳幼児期か ら の相談体制の構築を含めた就学前か

ら の教育相談の在り方

④個別の支援計画の活用を含めた関係機関等と連携

した就学指導の在り方

な ど, 就学指導に際して児童生徒の教育的ニ
ー ズ を的

確に把握し, これ を教育内容や就学先の決定に反映する

取組を
一

層充実する観点｣ ､ が そ れぞれ示 された ｡

上記 の ように､ 今 日 の時代の ニ
ー ズに応える べ く, こ

れ まで の就学指導委員会の役割の見直 しが必要で あると

提言されて い る｡ ま た､ 中教審答申に示 され た上記の①

と②と③の各観点につ い て は, これ まで各都道府県及び

市町等の就学指導委員会にお いて ､ そ れぞれ取り組まれ

て き て い る内容で ある｡ し か し､ ④ は､ 就学期にお いて

は ｢ 個別 の教育支援計画｣ の就学版で ある ｢ 個別 の就学

支援計画｣ を活用 した就学指導の在り方に つ い て の新た

な提言で あり､ 全国的に見て , 各市町等教育委員会の今

後の重要課題と考えられる｡ 今 日､ 就学指導に際して幼

児児童等の 教育的 ニ
ー ズを的確に把握 し, こ れ を就学先

の学校の決定の みならず､ 就学後の 教育内容や教育的支
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援に つ なげて い く丁寧な取り組みがまさに求められ て い

る とい える｡

三重県教育委員会 (2 00 6) で は ､ 特別支援教育を推

進する上 で の 具体的施策とし て以下の 点をあげて い る
1)
o

｢ 障 が い の あ る乳幼児が在籍する保育所､ 幼稚園は､ そ

れ ま で の 情報を基に､ 保護者の 理解と協力を得なが ら､

関係機関と協働 して 『個別の 教育支援計画』 を策定し､

就学する学校に引き継ぐなど､ 移行に関する支援を確実

に行い ます｡ 県教育委員会は､ 市町等教育委員会と協力

して 『個別の教育支援計画』 の策定に関する研修会の開

催等に取り組みます｡｣ しか しなが ら､ 就学指導委員会

の役割につ い て は言及し て い な い ｡

全国 の都道府県及び市町等教育委員会には ､ 幼児児童

生徒の適正就学に向けて ､ 就学指導委員会がそれぞれ設

置され て い る｡ そ し て 19 7 9 年か ら各都道府県および各

市町等では ､ 障害児の 就学に関して 就学指導委員会が対

象児の調査
･

相談
･

審議
･

判定な どの 業務を担 っ て きて

い るが , 上述 した とおり ､ 今 日 こ の ような業務だけで は､

就学を支援するとい う時代の ニ
ー ズか ら見て 不十分な状

況にあると考え られる ｡

姉崎ら (2 0 0 6) は 先行研究 にお い て ､ 今後 の 特別支

援教育における就学支援の 在り方 に つ い て検討を行い ,

特 に ｢ 就学指導委員会は ､ 調査 ･ 相談 ･ 判定 の他に､ 『個

別の 就学支援計画』 を策定して 就学先の 学校に引き継ぐ

こ と｣
5)

な ど を提言し て い る. そ し て今後の課題とし て ,

就学指導委員会の 在り方につ い て 検討を加える必要があ

る こ とをあげて い る｡ ま た, 埼 玉県熊谷市 (2 0 0 5) で

は就学指導委員会の 名称を就学支援委員会と改称し､ こ

の 就学支援委員会の 専門委員 20 名 ( 特別支援学級担任､

養護学校教諭､ 保健師､ 大学教員､ 幼稚園教諭､ 障害児

団体代表等) が連携 して ｢ 個別の 教育支援計画｣ の 策定

に当た っ て い る
'i)

が ､ そ の 具体的な取り組み に つ い て

は報告され て い な い ｡

そ こ で ､ 本稿で は姉崎 ら (20 0 6) の 先行研究
5)

を 踏

まえ ､
三重県下の A 市就学指導委員会の 業務を事例に､

来年度小学 1 年に就学予定の特別支援学級対象児及び通

常学級対象児の 内特別な支援を必要とする幼児全員を対

象に ｢個別 の就学支援計画｣ を新たに策定して 小学校 へ

の就学支援を試み た ので ､ そ の取り組み の経過を報告す

るとともに､ 今後 の就学指導委員会の在り方に つ い て考

察する ことを目的とした ｡

2 方 法

(1) 期間 : 2 0 0 Ⅹ 年 6 月 - 2 0 0 Y 年 1 月

(2) 対象 : 三重県 A 市就学指導委員会の ｢ 個別 の 就学

支援計画｣ の策定 ･ 引継ぎ等に関する業務

(3) 方法 : A 市就学指導委員会の 実施した業務に基づ い

て ､ 就学指導委員会の在り方を考察する

3 結 果

(1) A 市就学指導委員会の業務実施内容

第 1 回 5 月 本年度の活動計画の検討 (就学指導の

進め方, 対象児の 把握､ ｢ 個別 の就学支援計画｣ の

策定)

第 2 回 7 月 対象児 の審議

第 3 回 1 0 月 対象児の審議 ･ 判定

第 4 回 1 1 月 対象児の審議 ･ 判定

第 5 回 12 月 対象児の 審議 ･ 判定 (結審) , ｢ 個別

の 就学支援計画｣ の書式検討 ･ 策定方法等の検討

第 6 回 2 月 ｢ 個別 の就学支援計画｣ の 策定及び確

認､ 本年度の就学指導の 反省

(2) A 市就学指導委員会が実施 した ｢ 個別の 就学支援計

画｣ の 策定
･ 引継ぎ等の 手順

① 就学指導委員会の 委員全員によ る ｢ 個別の 就学支

援計画｣ 策定の 必要性の 確認 (5 月) 0

② 就学指導委員会で ､ ｢ 個別 の 就学支援計画｣ の 書

式に つ い て検討 (12 月) 0

③ 就学指導委員会で 審議された ､ 来年度小学 1 年生

になる特別支援学級対象児及び通常学級対象児の 内

特別な支援の 必要な幼児全員に つ い て , 在籍して い

る幼稚園､ 保育園等 ( 以下､ 幼稚園等と記す) に､

就学指導委員会事務局が ｢ 個別の 就学支援計画｣ の

書式を提示 し､ そ の 策定要領を説明する (12 月) ｡

※ 特別支援学校につ い て は, 各特別支援学校が教育

相談や体験入学等を通 じて就学予定児をすでに把握

しており ､ ま た ｢個別 の就学支援計画｣ を学校ごと

に策定して い る経緯がある こ とから今回は除外した｡

④ 幼稚園等は､ 来年度小学 1 年生になる幼児の保護

者に ,
｢ 個別の 就学支援計画｣ を策定する趣旨及び

こ の書式の取扱い方を説明し､ 保護者に書式の
一

部

に つ い て策定の協力をお願いする (1 月上中旬) 0

⑤ 保護者は, 幼稚園等の担任に必要な情報を提供す

る (1 月中旬) ｡ 提供する内容は､ 特 に､ ｢ 障害名｣ ｢ 家

族構成｣ ｢ 心理検査等の 結果｣ ｢ 小学校等の生活面
･

学習面で の希望や配慮｣ の 各項目で ある(表 1 参照) 0

⑥ 幼稚園等は , 保護者か らの 情報提供を踏まえ ,
｢ 個

別 の就学支援計画｣ の 書式に必要事項の 記入を行い ､

最終的に策定を行う (1 月下旬) 0

※書式の 記入 に際して は､ 保護者の気持ち に配慮 し､

内容 の表現には細JL の 注意を払うよう留意する｡

⑦ 幼稚園等は ､ 策定した ｢ 個別の 就学支援計画｣ を

就学指導委員会に提出する (2 月 上旬) 0

⑧ 就学指導委員会の 事務局及び就学指導委員で , 書
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式中､ 特 に ｢ 小学校で必要と思われ る支援場面や支

援内容｣ の項目を記入 し､ 就学指導委員会とし て記

載事項全体に つ い て確認を行う (2 月下旬) 0

⑨ 就学指導委員会か ら幼稚園等に策定した ｢ 個別 の

就学支援計画｣ を渡し､ 担任教師等と保護者に記載

内容の最終確認を依頼する (3 月中旬) 0

⑩ 小学校では , 幼稚園等か ら引継がれた ｢ 個別の 就

学支援計画｣ を新年度の 担任に引継ぐ (4 月 上旬) 0

⑪ 小学校で は, 4 月 に新担任教師と保護者､ 特別支

援教育 コ
ー

デ ィ ネ
ー タ ー

及び管理職等による就学支

援会議を開催し､ 就学前に策定された ｢ 個別の 就学

支援計画｣ ( 原案) を開示 し､ 対象児の 教育支援方

針 (具体的支援) を検討し､ 参加者相互 に内容を確

別の 就学支援計画｣ を もとに保護者の 気持ち に十分

配慮しなが ら､ 保護者側と学校側が教育支援方針に

つ い て の 共通理解を深め ､ 相互 に連携
･ 協力し合 っ

て 教育に当た る こ とを確認 し合う こ とが肝要で あ

る ｡

⑫ 小学校で ､ 対象児の 教育支援方針に基づい て ｢ 個

別 の指導計画｣ の 作成を行う (5 月) ｡ こ れ に基づ

い た授業実践を行い ､ 学期末に指導の評価と見直し

を行う (7
･

8 月) ｡

( 3) ｢ 個別 の就学支援計画｣ の書式及び記入例

こ の ｢ 個別 の 就学支援計画｣ の 書式は, 全国特殊

学校長会が まとめた ｢ 個別の 教育支援計画｣ の書式
7〕

諾 し合い ､ 支援に見通しをも つ (4 月中下旬) ｡ を
一

部参考に作成した も の で ある (表 1 参照) ｡

※ こ の就学支援会議で は､ 就学直前に策定された ｢ 個

表1 個別の 就学支援計画 (記入例)

本 人 の プロ フ ィ - ル 記入 者 担当保育士 c 及び就学指導委員 D

氏 名 男 ･ 女

保護者名
ア ス ペ ル ガ - 症候群

生年 月 日 平成 年 月 日

家 族 構 成

本人他

連絡先 T E L

保育 園で の 生活面(担 当保育士 : c)

知的 に は 普通｡ 言語理 解 と言語表現は特に問題な い ｡ 文字は 読め る｡ 友

達 とや り と り し な が ら 遊ぶ の は 苦手で あ るo ま わ り の 子 ど もた ち の 気持

ち の 理 解が 難 し く , 自 分の 欲求を 即座に満 た そ う と し ､ そ の 衝動 を押 さ

え る の が 困難 で あ る｡ 自分 が 1 番に な ら な い と気が 済 まな い ｡ 多動で す

ぐに立 ち歩 い て しま い ､ 教室か ら 外 へ 度々 出て 行く こ とが あ る ｡ パ ニ ッ

ク にな る こ とが あ る｡ 突然友達 に手 を出す こ とが あ り 危険な場合が あ る ｡

現在 ､ 保育園 で は 1 名介助員 を つ けて 様子 をみ て い る｡

心理 ･ 発達検査 の 結果

新版 K 式発達検査 ( 年 月 日)
･ 全領域 D Q - 1 0 0

･ 姿勢運 動 6 0 ､ 認知適応 9 5

･ 言語社会 1 0 5

療 育手帳 鉦

身体障害者手帳 無

小学校の 生活面 ･ 学習面で の 希望や 配慮 医療機関か ら の 情報

本 人 の 希望 ･ 配慮 小 学校の 特別支援学級

(情緒障害)

服薬 な し

家族 の 希望 . 配慮
･ 教室 をすぐに飛 び出す こ とが あ るの で , 介助の 先生等 を 一

人 付け て ほ しい ｡

幼稚園 ･ 保育園等か らの 希望 ･ 配慮
･ 突然の 飛 び出 しが ある の で , 常時教師を 1 名付け て ほ しい ｡

･ 友達 に突然手を出す こ とが あ る の で ､ 注意 して ほ しい ｡

小 学校で 必要 と思わ れ る 支援場面や支援内容

授業中教室か らの 飛び出 し に注意する ｡
･

パ ニ ッ ク 時の 対応 と して 空き 教室で静か に過 ご させ る配慮が必 要｡

習得知識を生か し､ 学習内容を順番に 示 した カ
ー

ドを 目の 前に 置き, 終 了 した ら 1 つ ず つ チ ェ ッ ク を 入れ て い く｡

社会的理 解の 学習を促すソ
ー

シ ャ ル ス キ ル
･ トレ ー

ニ ング ( ｢ ご め んね｣ ｢ あ り が と う｣ 等 を使 う) を取 り 入れ る.

場面状況 や 文脈理解の 弱さ を 補う た め に , 短い 紙 芝居や 4 コ マ 漫画 を取 り 入 れ て指導す る｡

家庭生活 学校生括 余暇 ･ 地域 生活 医療機関

･

チ ェ ッ ク表 を用 い て 学

習 に見通 し を もた せ る ｡
･ 友達 へ の 迷惑行為は そ

の 場で 制止 させ る ｡

就 学支援会議の 結果 ( 小学校担任教師記 入欄)

(日 時 ･ 参加 者) (協議 内容 ･ 支援方針等)

確 認欄 ( レ点) 特別支援教育 コ ー デ ィ ネ ー タ ー ロ 担任教師 口 保護者□

注 : 表 1 の 事例 は､ 個 人情報保護 の 観点か ら事実関係 を変 えて 記載 して い る｡

こ の ｢個別 の 就学支援計画｣ は ､ 年度始 め の 就学支援会議 にお い て 参加者全員 に開示 され 支援方針が検討 され る ｡
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姉崎 弘
･

大原 喜教
･

薮岸加寿子
･

森倉 千住

4 考 察

障害の あ る幼児の 就学期に おけ る ｢ 個別の 就学支援計

画｣ の 策定と引継ぎは ､ 今日的な重要課題 で あ る D

｢ 個別の 就学支援計画｣ は障害の あ る幼児 を′ト学校 ま

たは特別支援学校の ′ト学部 へ 引継ぎ, 確かな支援をして

い く ため の 重要な ツー ル で あ る ｡ 本年度､ A 市就学指導

委員会で は ､ 初め て ｢ 個別の 就学支援計画｣ の 書式を検

討 ･ 作成し , 幼稚園等に 策定の 協力を依頼した ｡ 就学指

導委員会は ､ 就学先の 判定だけで はなく ､ 小学校等 へ の

就学を支援す る重要な役割が あ るから で あ るc そ して 就

学指導委員会の 役割とし て , 幼稚園等と連携して ､ 今回

小学校の特別支援学級対象児及び通常学級対象児の 内特

別な支援の必要な幼児全員に つ い て ｢ 個別の 就学支援計

画｣ の策定を実施した D また書式中, 特 に ｢ 小学校で必

要 と思われ る支援場面や支援内容｣ の 項目 を記入 し､ こ

の 支援方針に つ い て 就学指導委員会の委員全員で確認を

行 っ たc こ れ は､ 就学指導委員会には就学予定児の就学

後の学校生活等を支援する役割 ( フ ォ ロ
ー ア ッ プ) が あ

る
バ'

と提言され て い る か ら で ある.

今回 の ｢ 個別 の就学支援計画｣ の策定は ､ 就学前の段

階にお け る 暫定的な も の で あ る と考え られ る ｡ 実際 に

は ､ 小学校 に就学後に開催され る個別の就学支援会議に

お い て , 就学前に 策定した ｢ 個別の就学支援計画｣ ( 原案)

を 開示 し､ 担任教師や保護者. 特別支援教育 コ
-

デ ィ ネ-

タ -

､ 管理職等で話し合い ､ 学校 で の教育支援方針を明

確にし ､ 関係者が共通理解を図 る こ と
"

が肝要で ある ｡

こ の 意味で は､
｢ 個別 の 就学支援計画｣ は rn 耶りの 指導

計画｣ と同様に定期的に見直され修正 され る べ きも の と

し1 え る
｡

i
[

.

: 確 聞

-:-:* / # @ . .:

療育セシタT 考 - -

三 重県 で は ､ 市町等教育委員会によ り見なるが , 人 口

1 0 万 人台 の 市で は年間 3
-

4 回 程度 の 就学指導委員会

を開催して い る と こ ろ が多 い o し か しな が ら年間 3
-

4

回 の 開催で は ､ 市町村合併により審議対象児が増加した

市で は就学先の ｢ 判定｣ の み を行う の が時間的
･ 回数的

に精
一

杯で ある と考え られ る ｡ 就学指導委員会は , 就学

先の判定の 他に ｢ 個別の 就学支援計画｣ の 策定を支援す

る こ と で 障害の あ る 子どもの 就学を支援する重要な役割

があ る こ とを考え る ならば, 業務内容を見直し ､ 開催回

数を適宜増やす等､ 開催方法の
一

層 の 工 夫が求められ る

と い え る ｡ 大南 (2 0 0 2) ち , ｢ 就学指導委員会が年間を

通じて 必要に応L: ､ 随時､ 開かれ る よう に機能を充実す

る こと｣
L "'

を 提言し て い る . 今 日 , 就学指導委員会は ､

他 の関係機関と独立し て 業務を行う の で はな く, 特 に .

保護者をは じめ幼稚園等の関係機関等との連携を緊密に

した組織的な就学支援の在り方が求められ て い る と い え

る (図 1 参照) ｡

就学期にj引ナる障害の あ る子 ども の就学が ス ム
ー ズ に

い くため には,
｢ 個別 の 就学支援計画｣ の 策定と引継ぎ

が不可欠 であ る. 今後､ 三 重県教育委員会が具体的施策

に掲げたよう に , 県教育委員会は市町等教育委員会と協

力して , 幼稚園等の 教員な ど に ｢ 個別 の 教育支援計画｣

策定の 意義や策定方法等に つ い て の研修を早期に 徹底さ

せ る ことが重要で あ る と考えられ る ｡

ま た同時に . 各市町等の就学指導委員会に お い て も､

障害 の あ る子 ども の 就学を支援する とし1 っ た観点から ､

小学校で対象児に必要とされ る支援内容を具体的に策定

で き る よう に就学指導委員一人ひ とり の力量の 向上を図

る研修を充実させ る等. これ ま で の 業務の 在り方を抜本

的に見直す必 要が あると考え られ る o

ド:
'

Ll 保護片と幼稚同等で

｢ 個別 の就学支援計画｣ の 縫認と小学校 - の 引継ぎ

(本人
･

保護者J ) 意向を)支映)

小
'

:･t 較

⑧就学支援会議の 開催 :二

∴
⑨個別の指導計画作成

(i .調 査
･ 相談:13 儲 定依柑し引去付群

1
~
個 別J ) 甜i

'

=支援ifi-画u ) 一部策
`

′ii
'

- モ 市町等就学緒導香兵舎

感就学舞の 判定. ㌔

濠就学克で必要な支援夢面
･ 支援内容の 作成: ･ 藤毒邑

･7S
. ｢LL W 3Il(/ ) 耗

'

;1: 支招 計画1 1

,

} )策定伏栢 及 びl)1
r
'

T
;i 他 説 後L) , 送付

･

_
1 ･ - ･車1卜t 手続き( r))I恒を)三十

図 l ｢ 個別の 就学 支 援計画｣ の 策定 ･ 確認 ･ 引継ぎ 等 の 読れ 図
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特別支援教育にお ける就学指導委員会の在り方に関する
一

研究

5 今後の課題

第
一 に, A 市就学指導委員会で は､ 本年度初め て幼稚

園等と連携して ｢ 個別の就学支援計画｣ の策定に関わ っ

た
｡ 就学指導委員会で は これ まで 対象児 の調査 ･ 相談

･

判定等の 業務を主に実施 して きたが､ 業務内容や 開催方

法を工夫し, ｢ 個別 の就学支援計画｣ の 策定を支援する

こ とが時代の ニ
ー

ズと して求められ て い る｡ した が っ て ､

今後就学指導委員会の 業務内容や開催方法等に関する抜

本的な見直しが課題で ある｡

第 二 に､ 幼稚園等の 教員等や就学指導委員が ｢ 個別 の

就学支援計画｣ を 主体的に責任をも っ て策定するために

は研修が不可欠で ある｡ 幼稚園等の 教員等が こ の趣旨や

策定要領を十分に理解 し, 保護者にわかりやすく説明で

き て初め て 保護者の理解と協力をい ただく ことが可能に

なる
｡
ま た 小学校の 教員も対象児の ニ

ー ズの把握か ら小

学校で どの ような教育的支援が必要か､ 支援方針や支援

内容を立案で き る力量が求め られ る こ とにな る｡ 今後､

｢ 個別 の 就学支援計画｣ の 策定に関わ る こう した研修会

の 設定が必須の課題で ある｡

第三 に､ 本稿 で は, 幼稚園等から小学校 へ の就学の場

合につ い て考察を加えたが, 今後小学校から中学校 へ の

就学に つ い て も同様に ｢ 個別 の就学支援計画｣ の策定が

求められ る ことになる｡ した が っ て､ 今後幼稚園等や小

学校の 教員等がそれぞれ 小学校や 中学校の特別支援学級

や通常学級で の教育的支援の実情にも十分精通してお く

必要がある｡ そ の ためには､ 今後関係機関間の相互 の連

携を図る シ ス テムづくりが課題で ある｡

8) 2 1 世紀 の特殊教育の 在り方に関する調査研究協力者

会議 2 1 世紀の 特殊教育の 在り方 に つ い て
- 一

人
一

人 の ニ ー ズ に応じた特別な支援の 在り方に つ い て
-

( 最終報告) 2 0 0 1 .1 .

9) 宮下直久 ･ 市 川佐保子 ･ 児 野 里実 地域生活を支え

る個別の 教育支援計画 特別支援教育研究 N o .5 8 6

p p 2
0 -2 3 2 0 0 6 ･6 ･

1 0) 大南英明 基準の見直しと就学相談の在り方 特別

支援教育 N o .
7
p
7 2 0 0 2 ･8 ･

引用 ･ 参考文献

1) 特別支援教育の 在り方に関する調査研究協力者会

議 今後 の 特別支援教育 の 在り方に つ い て( 最終報

告) .2 0 0 3 .3 .

2) 厚 生労働省 障害者基本計画 2 0 0 2 .1 2 .

3) 中央教育審議会 特別支援教育を推進するため の 制

度の在り方に つ い て( 答申) .2 0 0 5 .1 2 .

4) 三 重県教育委員会 三重県における特別支援教育の

推進に つ い て p p 1 4 - 1 5 2 0 0 6 ･1 0 ･

5) 姉崎 弘 ･ 宮村 昇 ･ 薮岸加寿子 ･ 森倉千佳 特別

支援教育にお ける就学支援に関する
一

研究- 軽度発達

障害児の ｢ 個別 の就学支援計画｣ の 策定 ･ 運用を通し

て - . 三 重大学教育実践総合セ ンタ
ー

紀要 第2 6 号

p p
l -6 2 0 0 6 ･ 3 ･

6) 原 口政明 小 ･ 中学校にお ける取組 特別支援教育

N o ･1 7 p 3 3 2 0 0 5 ･6 ･

7 ) 全国特殊学校長会 盲 ･ 聾 ･ 養護学校における ｢ 個

別の 教育支援計画｣ ジア ー

ス 教育新社 20 0 5 p 7 4
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